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６月定例市議会は６月１日から２２日まで開

催されました。共産党市議団は議案質疑・一

般質問で切実な願いの実現を求めました。 

国道８号線の渋滞緩和へ御上神社前交差点・県道側

の拡幅、大津能登川長浜線・中の池川橋の歩道フラット

化など、安全対策を滋賀県南部振興局へ要望しました。 

 

３月１４日、山仲市長に「大震災

に対する野洲市の対応について」

申し入れを行い、被災者支援や

防災計画見直しを求めました。 

 
６月定例議会で市長は、野洲駅前のアサヒビール土地

（鑑定価格１２億５０００万円）の買い取りを表明しました。 
 
買い取りとなれば、どのような整備をするのかが重要で

す。共産党市議団は、「駅前周辺のみならず野洲市のまち

づくり全体の課題であり、市民参加の検討機関設置で、市

民の要望・意見を反映すべき」と主張しました。 
 
また、これまで「あくまでイメージ」と言いながら、総額４０

億円もの「市民ホールを核にした整備」を提案していました

が、「箱物ありき」でなく、景観（環境・緑）・まちづくり（賑わ

い）を基本にした整備を進めることを求めました。 

 

 
共産党市議団は、「原発依存のエネルギー政策

の抜本的見直しを求める意見書」を提案しました。

会派間での調整・協議の結果、全会一致で意見書

が採択され政府関係機関に送付されました。 
 
採択された意見書では、「そもそも原発は本質的

に未完成。放射性廃棄物の処理方法すら確立され

ていない」として、「①全ての原発の総点検と安全対

策、②独立した規制機関の確立、③原発依存のエ

ネルギー政策を見直し、自然エネルギーへの開発

と普及促進など」を求めた内容です。 

「原発からの撤退」を求める署名（図書館前） 

市議団ホームページ 

http://www.yasusigi.net/ 
 

滋賀県南部振興局 
に要望（６月１６日） 
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議案・意見書 提案者   野洲ネット 野洲新風クラブ 新政クラブ 

国民健康保険税条例改正（国保税限度額の４万円引き上げ） 市長 ● ● ● 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

原発依存のエネルギー政策の抜本的見直しを求める意見書 共産党 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、市長提案の補正予算や条例改正など１０議案 市長 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議

長 
 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

○＝賛成 ●＝反対 

 ６月議会では市長から１１議案が提
案。共産党市議団は１０議案に賛成、市

民負担強化の議案には反対しました。 
国保税限度額がいっきに４万円値上げ。しかも、市長の「専決処

分」（正式議案でなく市長決裁）です。これでは暮らしは守れません。 

 

福
島
原
発
事
故
は
収
束
の
兆
し

が
見
え
ま
せ
ん
。
野
洲
市
か
ら
約

６０
㎞
の
福
井
県
に
は
１４
基
も
の

原
発
が
あ
り
市
民
の
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
原
発

技
術
は
未
完
成
で
す
。
ひ
と
た
び

事
故
を
起
こ
せ
ば
放
射
能
を
止

め
る
技
術
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
は
、
「
全
て
の
原
発
の
安
全
総

点
検
の
実
施
。
原
発
の
廃
止
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
不
可

欠
で
あ
る
」
と
し
て
市
長
の
認
識

を
問
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
原
発
事

故
を
想
定
し
た
市
防
災
計
画
へ
の

見
直
し
」
を
求
め
ま
し
た
。 

  

介
護
保
険
料
が
来
年
度
見
直

し
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
高
い
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
の

上
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

施
設
の
不
足
や
極
め
て
高
い
利
用

料
負
担
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
心
で
き
る
介
護
保

険
制
度
の
充
実
が
早
急
に
必
要

と
求
め
ま
し
た
。 

野
洲
病
院
が
「
移
転
・
新
築
構

想
」
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
市
は
、
「
地
域
医
療
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

今
秋
に
も
市
と
し
て
の
方
向
を
明

ら
か
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

野
洲
病
院
は
市
民
の
命
と
健

康
を
守
る
中
核
的
医
療
機
関
で

す
。
私
は
市
と
し
て
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
「市
民
の
病
院
を
守
り
、

存
続
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
」
。  

ま
た
、
今
後
の
病
院
の
あ
り
方

と
し
て
、
「
採
算
性
重
視
の
診
療

科
の
特
化
で
は
な
く
、
小
児
救
急

を
含
め
た
小
児
科
及
び
産
科
な

ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
医

療
機
能
の
充
実
を
行
う
こ
と
」
を

求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
市

は
、
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
し
て

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
機
械
的

に
採
算
性
の
み
で
判
断
し
な
い
こ

と
は
大
切
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

今
後
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
は

市
民
病
院
へ
の
移
管
も
選
択
の
一

つ
と
し
て
「
検
討
委
員
会
」
で
も
議

論
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
政

策
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

市
の
幼
保
整
備
計
画
で
は
、

野
洲
第
１
、
第
２
保
育
園
等
の

建
て
替
え
に
合
わ
せ
、
保
育
園

と
幼
稚
園
を
一
体
化
し
た
「
子

ど
も
園
」
に
し
、
２
年
後
に
は
保

育
料
の
統
一
が
さ
れ
ま
す
。 

「
こ
れ
ま
で
の
内
容
と
変
わ
ら
な

い
」
と
の
答
弁
で
す
が
、
保
育
内

容
や
保
育
料
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。 

 

保
育
園
と
幼
稚
園
を
無
理
や

り
一
緒
に
し
た
「
こ
ど
も
園
」は
、

子
ど
も
の
発
達
を
保
障
す
る
の

が
基
本
で
な
く
、
建
物
や
人
件

費
な
ど
の
「
効
率
的
」
な
運
営
が

優
先
さ
れ
、
輪
切
り
保
育
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
子
ど
も

園
」
で
な
く
、
一
年
間
を
通
じ
て

保
育
士
も
ク
ラ
ス
編
成
も
変
わ

ら
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
体
制
を
維

持
す
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
所
得
に
関
係
な
く
「
時

間
単
価
」
に
よ
る
保
育
料
の
統

一
で
低
所
得
者
層
は
高
く
な
り

ま
す
。
保
育
料
は
所
得
に
応
じ

て
徴
収
す
べ
き
で
す
。
子
ど
も
園

計
画
の
再
考
が
必
要
で
す
。 


